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研究分野：小児看護、家族看護

■子どもの健康評価の共有化に関する研究

医療者の健康評価に至るプロセ

スについては経験や体験から感じ

とるいつもとの違いがまず最初に

察知されます。その後、客観的な

数値で確認し、体調を維持するた

めの対応が行われます。

誰もが共有できる健康評価指標

の開発にむけて、経験や体験から

感じ取る視点などについて体系的

に可視化することを研究していま

す。

■処置や入院などで生ずる子どもの心理的不安の軽減にむけた支援への研究

処置や入院などで生ずる子どもの心理的不安の軽減のための支援について研究しています。

また、その内容を小児看護教育においても教授し、実践に臨めるよう検討しています。

■小児看護学におけるシミュレーション学習の研究

子どもの状態を観察し、正しい判断やケアを提供できるためには、シミュレーション学習が

有効だと考えています。知識・技術に加え、チームワークやコミュニケーション力などの包括

的な実践力の修得を目指し、効果的なシミュレーション学習についての研究も開始しています。

子どもは、ことばでは十分に自分の気持ちや状況を表現することができません。
そのため、子どもの気持ちや体調に寄り沿った支援や技術が必要と考えています。

子子どどもものの気気持持ちちにに寄寄りり添添うう

子どもの健康評価の共有化に関する研究
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関関連連すするるSSDDGGｓｓのの国国際際目目標標

人人間間看看護護学学部部 人人間間看看護護学学科科 教教授授 千千葉葉 陽陽子子

研究分野：生涯発達看護学 助産学

■■WWIITTHH・・PPOOSSTTココロロナナ時時代代にに求求めめらられれるる妊妊娠娠期期のの健健康康教教育育・・保保健健指指導導ののあありり方方のの探探究究

･COVID-19パンデミックの影響により国内外で人々の移動・接触の制限が続く中、対面・接触を主軸として  
きた医療・看護の領域でもオンラインによる非対面・遠隔での支援が急速に広がっていきました。周産期
領域でも、医療機関や行政機関での業務に様々な制約が生じ、妊婦や母親たちの生活行動にも制限が課さ
れるようになり、オンライン支援が導入されていきました。

･こうした中、本研究では妊娠期の健康教育や保健指導に焦点を当てて、WITH・POSTコロナ時代に産科医療
・地域母子保健分野で求められる支援のあり方、特に助産師や保健師ら医療専門職に真に求められている
対面・接触での支援の本質を探究することを目指しています。

■■生生殖殖可可能能年年齢齢のの女女性性ののラライイフフイイベベンントトとと尿尿中中スストトレレススママーーカカーーととのの関関連連性性

･酸化ストレスとは、活性酸素の産生が過剰となり抗酸化防御機構が崩れた状態のことです。一方、ヘムの
代謝産物であるビリルビンは黄疸の原因物質ですが、強力な抗酸化作用があり、過剰な活性酸素と反応し
てバイオピリンとして尿中に排泄されます（塩地, 2005；山口ら, 2005；平井ら, 2006；高橋, 2019）。

･そのため、非侵襲的採取が可能な尿中のバイオピリンを酸化ストレスマーカーとして評価する研究が行わ
れており、バイオピリンは精神疾患（Miyaoka et al., 2005）、敗血症（Otani et al., 2001）、心筋梗
塞（Kunii et al., 2009）などの他、マラソン後（平井ら, 2006）、スピーチに伴う精神的ストレス

（Yamaguchi et al., 2002）などでも上昇することが報告されています。
･本研究では、非妊娠女性、妊婦、産後の母親らの尿中バイオピリン（urinary biopyrrin: UBP）を分析し、
これらの人々のストレスを数値化して評価することに取り組んでいます。

少子化が進行する中、妊婦や子育て中の母親たちは様々なストレスを抱えて生活してい
ます。こうした方々の現状を把握してストレスの可視化に取り組んだり、支援を探究した
りしています。

＜共同研究の状況＞
セルスペクト株式会社：生殖可能年齢の女性のライフイベントと尿中ストレスマーカーとの関連性

妊妊婦婦やや子子育育てて中中のの母母親親ののスストトレレススにに関関すするる研研究究
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図図1 尿尿中中ババイイオオピピリリンン値値のの変変動動

各時期n=14, Friedman test : p=0.008

P=0.018
P=0.026
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